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令
和
４
年

令
和
４
年  

第
１
回
定
例
会

第
１
回
定
例
会

2
　21

3
　17

　
令
和
４
年
第
１
回
定
例
会
は
感
染
症
対
策
を
引
き

続
き
行
い
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算
、
各
特
別
会
計
予
算

を
は
じ
め
、
こ
ど
も
の
未
来
を
育
む
条
例
な
ど
市
長

提
出
議
案
54
件
全
て
の
議
案
が
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

　
ま
た
、
議
員
提
出
議
案
は
、
ロ
シ
ア
連
邦
に
よ
る

ウ
ク
ラ
イ
ナ
共
和
国
へ
の
侵
略
を
強
く
非
難
す
る
決

議
、
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
に
関
す
る
手
続
き
の
簡

素
化
と
対
象
職
種
の
拡
大
を
求
め
る
意
見
書
を
全
会

一
致
で
可
決
し
ま
し
た
。

総 括 質 疑
本会議での質疑をまとめています。

令
和
４
年
度
一
般
会
計
予
算

歳
入　
市
税
の
動
向
は

問　
市
民
税
及
び
固
定
資
産

税
の
増
額
理
由
は
。

答　
個
人
市
民
税
は
新
型
コ

ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
が
想

定
よ
り
も
軽
微
で
あ
っ
た

こ
と
や
Ｇ
Ｄ
Ｐ
推
計
値
が

回
復
傾
向
で
あ
る
の
で
、
約

３
億
８
０
０
万
円
の
増
額
を

見
込
ん
で
い
る
。

　

法
人
市
民
税
は
、
コ
ロ

ナ
禍
か
ら
の
経
済
活
動
の

再
開
に
伴
い
景
気
回
復
が

見
込
ま
れ
る
の
で
、
約

１
億
６
９
０
０
万
円
の
増
額

を
見
込
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
固
定
資
産
税
は
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
市
街

化
区
域
編
入
の
他
、
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
等
に
係
る

中
小
事
業
者
等
の
家
屋
と
償

却
資
産
に
対
す
る
特
例
措

置
の
終
了
等
に
よ
り
、
約

５
億
９
３
０
０
万
円
を
見
込

ん
で
い
る
。

　
従
っ
て
、
市
税
全
体
で
は

約
12
億
１
２
０
０
万
円
の
増

額
を
見
込
ん
で
い
る
。

歳
出　
過
去
最
大
規
模

の
予
算
編
成

問　
過
去
最
大
規
模
の
当
初

予
算
と
な
っ
た
理
由
は
。

答　
当
初
予
算
と
し
て
は
過

去
最
大
の
約
４
３
０
億
５
８

５
８
万
円
と
な
っ
た
。
新
型

コ
ロ
ナ
感
染
症
の
影
響
を
受

け
な
が
ら
も
、
ふ
じ
み
野
市

将
来
構
想
の
前
期
基
本
計
画

の
実
現
の
た
め
に
、
新
規
事

業
及
び
拡
充
事
業
を
計
上
し

た
た
め
で
あ
る
。

　
ま
た
、
扶
助
費
や
公
債
費

が
増
額
に
な
っ
た
こ
と
も
予

算
総
額
を
押
し
上
げ
る
要
因

に
な
っ
て
い
る
。

問　
新
規
事
業
及
び
拡
充
事

業
は
。

答　
市
民
活
動
や
市
内
イ
ベ

ン
ト
活
性
化
を
図
る
主
な
も

の
は
、
文
化
芸
術
企
画
提
案

型
事
業
の
創
設
の
他
、
お
お

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
乗
り
越
え

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
を
乗
り
越
え

　
　
誰
も
が
願
う
当
た
り
前
の
日
常
へ

　
　
誰
も
が
願
う
当
た
り
前
の
日
常
へ

い
祭
り
及
び
上
福
岡
七
夕
ま

つ
り
の
再
開
記
念
事
業
へ
の

補
助
の
拡
充
な
ど
で
あ
る
。

　
健
康
の
維
持
・
増
進
を
図

る
主
な
も
の
は
、
産
婦
の
産

後
健
診
費
用
に
対
す
る
補
助

の
創
設
の
他
、
ひ
と
り
親
家

庭
医
療
費
の
自
己
負
担
金
廃

止
に
伴
う
予
算
を
計
上
。

　
Ｄ※

Ｘ
推
進
を
図
る
主
な
も

の
は
、
外
部
人
材
の
活
用
の

他
、
市
内
保
育
所
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ

導
入
に
関
す
る
予
算
を
計
上

し
た
。

　
市
民
相
談
窓
口
等
の
体
制

強
化
に
図
る
主
な
も
の
は
、

重
層
的
支
援
体
制
整
備
事
業

の
創
設
、
児
童
発
育
・
発
達

支
援
セ
ン
タ
ー
の
公
設
化
、

Ｄ
Ｖ
被
害
者
の
相
談
日
の
拡

充
な
ど
を
行
う
。

　
普
通
建
設
事
業
の
主
な
も

の
は
、（
仮
称
）
西
地
域
文

化
施
設
整
備
工
事
、
小
学
校

校
舎
大
規
模
改
造
工
事
、（
仮

称
）
第
３
庁
舎
建
て
替
え
工

事
の
他
、空
調
設
備
の
更
新
、

小
中
学
校
の
防
球
ネ
ッ
ト
の

整
備
、
公
共
施
設
の
耐
震
化

工
事
の
設
計
業
務
等
を
計
上

し
た
。

公
共
施
設
維
持
管
理
を

民
間
に
一
括
委
託

問　
公
共
施
設
の
包
括
管
理

業
務
委
託
に
つ
い
て
、
債
務

負
担
行
為
が
設
定
さ
れ
て
い

る
。
そ
の
目
的
は
。

答　
専
門
性
や
優
れ
た
ノ
ウ

ハ
ウ
を
有
す
る
民
間
事
業
者

に
対
し
、
複
数
施
設
の
点
検

や
修
繕
等
を
一
括
し
て
委
託

す
る
こ
と
に
よ
り
、
施
設
の

維
持
管
理
水
準
の
向
上
や
効

率
的
な
管
理
を
図
る
こ
と
が

目
的
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
施

設
の
予
防
保
全
や
長
寿
命
化

等
、
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
に
活
用
で
き
る
と
期
待
し

て
い
る
。

問　
５
年
間
の
委
託
期
間
と

し
た
理
由
は
。

答　
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
着
実
な
稼
働
を
実
施
す

る
た
め
に
は
、
５
年
程
度
が

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
先

進
自
治
体
で
受
託
実
績
の
あ

る
民
間
事
業
者
も
含
め
、
本

市
が
実
施
し
た
サ※

ウ
ン
デ
ィ

ン
グ
調
査
に
お
い
て
も
、
ほ

ぼ
全
て
の
事
業
者
か
ら
５
年

間
が
妥
当
で
あ
る
と
の
回
答

が
あ
っ
た
。

問　
積
算
根
拠
は
。

答　

５
年
間
の
総
額
を
約

17
億
４
５
６
５
万
円
で
設

定
し
た
。
年
平
均
で
は
約

３
億
５
０
０
０
万
円
で
あ
る

が
、（
仮
称
）
第
３
庁
舎
な

ど
の
施
設
も
含
ま
れ
る
。

ロシアのウクライナ侵略を許さないロシアのウクライナ侵略を許さない

ロシア連邦によるウクライナ共和国への侵略を強く非難する決議
　ロシアの武力による侵略は認められず、最も強い言葉で非難する。また核兵器で
世界を威嚇することは、断じて許されない。日本政府は経済制裁、人道的支援、ロ
シア機の領空飛行禁止など、国際社会と一致した措置を取ることが重要だ。
　以上、決議する。　　　　　　　　　　　　決議日：令和４年３月 11 日（主意抜粋）

市議会は市民の代表として、ロシアの侵略を決して許さないという意思を表明し、
強く非難する決議を全会一致で可決しました。

◆
施
政
方
針
に
対
す
る
質
疑

青　
藍　
会　
小
高　
時
男 

議
員

日
本
共
産
党　
新
井　
光
男 

議
員

公　
明　
党　
川
畑　
京
子 

議
員

信　
政　
会　
近
藤　
善
則 

議
員

◆
議
案
に
対
す
る
質
疑

青　
藍　
会　
山
田　
敏
夫 

議
員

日
本
共
産
党　
塚
越　
洋
一 

議
員

公　
明　
党　
島
田　
和
泉 

議
員

信　
政　
会　
鈴
木
啓
太
郎 

議
員

会
派
外
の
議
員　
民
部　
佳
代 

議
員

公債費　44 億9962 万円
借入れの返済

扶助費　120 億9793 万円
生活援助に要する経費

人件費　60億5569 万円
職員の給与など

繰入金　29 億7957 万円
基金からの繰り入れ

地方交付税　39 億円
国からもらうお金

市税　165 億7573 万円
所得・土地・家屋・たばこ等に対する税

前年度比

収入
令和４年度 一般会計予算  430 億5858 万円

支出主なもの

前年度比

前年度比

前年度比

前年度比

前年度比

前年度比
15億8045万円増

（１万円未満切捨て）

前年度比

前年度比

前年度比

前年度比

建設等に係る事業債　31 億9500 万円
建設に関する借り入れ

普通建設事業費　49 億8585 万円
建設に関する費用

積立金　4億7912 万円
基金などに積み立てる費用

地方消費税交付金　22 億3400 万円
消費税の市への割り当て分

7億4210万円増 2億9023万円増

7億9665万円増 3億9700万円増

4億円増 4億6264万円増

9500万円増 4億1468万円増

12億6287万円増 1億2693万円増

※
Ｄ
Ｘ
（
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー

メ
ー
シ
ョ
ン
）

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
浸
透
さ
せ
る
こ
と

で
人
々
の
生
活
を
よ
り
良
い
も
の
へ
と

変
革
す
る
こ
と

※
サ
ウ
ン
デ
ィ
ン
グ
調
査

　
市
有
地
な
ど
の
活
用
方
法
の
検
討
に

あ
た
り
、
公
募
に
よ
り
民
間
事
業
者
か

ら
意
見
や
提
案
を
求
め
対
話
を
通
じ

て
、
事
業
の
可
否
の
判
断
や
市
場
性
の

有
無
、
事
業
者
が
参
加
し
や
す
い
条
件

の
設
定
を
把
握
す
る
調
査

緊急決議




